








はじめに 

乳幼児突然死症候群(SIDS)の病因の一つに、内分泌異常説があり、Polak らや Cox らは、

SIDS と低血糖の関係を重視する報告をした。すなわち SIDS の膵で、内分泌細胞の異常が

認められ、形態学的に Nesidiblastosis や膵島イシュリン分泌細胞の過形成があるとした

。一方Naege らは、SIDS 病例の血中インシュリン値上昇は認めないとして、低血糖病因説

を否定した。さて膵における内分泌細胞の異常の有無を形態学的に判定することは、極め

て難かしく、主観的な観察結果に頼らざるを得ないことが多い。我々は今回、SIDS の病因

としてインシュリン分泌細胞の異常説が支持でき得るか否かを、膵内分泌細胞異常に関す

る形態学的所見を、客観的に分析する手段を模索しながら検討した。 


